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「神の求める礼拝」 
ローマの信徒への手紙12章 1節 
こういうわけで、兄弟たち、神の憐れみによって
あなたがたに勧めます。自分の体を神に喜ばれる
聖なる生けるいけにえとして献げなさい。これこ
そ、あなたがたのなすべき礼拝です。 
＋＋＋＋ 
今週からローマの信徒への手紙に戻ります。 
今日は 12章の 1節です。 
ローマの信徒への手紙は1章から8章までが救い
についてのいわば 
「神学論文」そして 9 章から 11 章までが「神の
イスラエルの民についての計画」最後に 12 章か
ら終わりまでがキリスト者としての生き方につい
ての指導です。 
まず今日はその最初の部分です。 
1）自らを神に捧げること： 
＊神に喜ばれ 
＊聖なるものとして 
＊生きた存在として 
という条件が書かれています。 
 
「神に捧げる」という言葉からどういうイメージ
を浮かべますか？ 
実は「神に捧げている自分がいる」と自覚してい
る自分が存在している場合、まだ自分を捧げてい
ることにはなりません。 
つまり、神様にむかって「神様、そっくりあなたの
思い通りにわたしのすべてを受け取り、あなたの
思い通りにわたしを動かしてください」と憐れみ
を乞う生き方こそ、「捧げる」ということに通じて
いるのだと思います。 
 
主の祈りの前半は、まさに「自らを神に捧げる」祈
りです。 

祈っている自分を意識しない祈り方は声に出して、
その言葉に集中し、暗唱して祈るのが秘訣です。 
 
本田神父の訳ですと 
「仲間の皆さん、あなたたちにお願いします。神
は思いやりに満ちた方ですから、あなたたちは自
分の体を神に喜ばれる聖なるいけにえとして互い
に差し出すようにしてください。 
これがあなたがたたちのなすべき礼拝です。」 
となっています。 
 
さて、神に喜ばれ、聖なるものとしてということ
についてですが 
「神の愛をしっかり受け止めること」「神の愛に
きちんと応答すること」こそ神に喜ばれることの
第一歩です。 
 
そして「聖なるもの」とはイエス様の十字架の愛
によって罪の赦しがもたらされていることを信頼
し、自らは「キリストが死なれたほど、神にとって
重要な存在だ」とうなづくこと、それを心に留め
ながら生きることです。つまり、あなたも私も神
様に「取り分けられた存在」として自覚し、神様の
ものとされていることを喜ぶ心が大事です。 
そして、そういう意識を神様に対して育てること
と同時にお互いに対して同じように「相手を神に
愛されている聖なる存在」として尊敬し合うこと
も大切です。 
礼拝の中には神への礼拝と人への愛が共存してい
ます。 
 
実は、そういう事柄を心に留めながら生きること
こそ、神の求めておられる礼拝だとパウロは言う
のです。 
 
礼拝というと、私たちは礼拝式を思い出し、今、私
たちは礼拝ができていないと悲観しがちですが、
礼拝の根源的な要素はひとりひとりの神様に対す



る心の姿勢、神様とどう生きているかによって決
まります。 
神が喜ぶ事柄に心を留めて、それを大切にするな
ら、それは礼拝していることになります。 
罪を避け、聖なる意識を育てるなら、それは礼拝
していることと同じであり、礼拝者としての成長
のために必須です。 
礼拝堂があることは幸いなこと、みんなで集まれ
ることも素晴らしいことですが、それができなけ
れば礼拝にならないわけではありません。 
個人個人が礼拝者として生きているわけですから、
しっかりこの根本的な部分に心を留めていきたい
ものです。 
祝福がありますように。 
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